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(57)【要約】
【課題】動物母体から離れた場所で、母体とその胎子と
の健康状態をモニタリングして、胎子を簡便かつ的確に
監視する簡易な装置を提供することを目的とする。
【解決手段】胎子監視装置１は、監視すべき動物母体の
心拍を測定する母体側心拍計２とそれの胎子の心拍を測
定する胎子側心拍計４とを有し、それら心拍計２・４が
検知した各心拍を表示するディスプレイ２５、及び／又
は該各心拍を記録する記録機器２６を備えているという
ものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　監視すべき動物母体の心拍を測定する母体側心拍計とそれの胎子の心拍を測定する胎子
側心拍計とを有し、それら心拍計が検知した各心拍を表示するディスプレイ、及び／又は
該各心拍を記録する記録機器を備えたことを特徴とする胎子監視装置。
【請求項２】
　監視すべき動物母体の心拍を測定する母体側心拍計及びそれの胎子の心拍を測定する胎
子側心拍計と、それら心拍計が検知した各心拍から分娩以前の平時の各心拍の変動域を超
えた異変を弁別する回路とを有し、該弁別回路から出される該異変による緊急信号を通知
する通信装置及び／又は警報装置を備えたことを特徴とする胎子監視装置。
【請求項３】
　該動物母体の向かい合う外陰部の一方に取り付けられる電磁誘導発振器と、もう一方に
取り付けられる電磁誘導受信器とを有し、該発振器と該受信器との間隔距離が、平時の両
外陰部の状態で誘導起電の可能な距離、分娩直前時の両外陰部の開き状態で誘導起電の不
能な距離に調整されており、該誘導起電の不能を検知する回路から出される分娩開始信号
、及び請求項２に記載の緊急信号の両信号が該通信装置及び／又は警報装置に繋がってい
ることを特徴とする胎子監視装置。
【請求項４】
　該動物母体の体温を測定する温度センサと、該温度センサが検知した該体温から分娩以
前の平時での体温の変動域を超えた体温の低下を弁別する回路とを有し、該体温低下の弁
別回路から出される該体温低下による分娩予兆信号、及び請求項２に記載の緊急信号の両
信号が該通信装置及び／又は警報装置に繋がっていることを特徴とする胎子監視装置。
【請求項５】
　該母体側心拍計及び該胎子側心拍計が、心電の電圧計、又は脈波の感圧センサからなる
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の胎子監視装置。
【請求項６】
　該異変の弁別回路が、該母体又は該胎子の分娩前の平時における、心拍数、心拍間隔又
は心拍変動の変動域から超えた増減量を検知することを特徴とする請求項２に記載の胎子
監視装置。
【請求項７】
　監視すべき動物母体と胎子との各心拍を測定した後、該各心拍から分娩以前の平時での
各心拍の変動域を超えた異変を検知したら緊急事態を通知することにより監視し、又は該
各心拍を表示あるいは記録して監視することを特徴とする胎子監視方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の各心拍を監視しつつ、該動物母体の向かい合う外陰部の間隔を検知し
、平時での両外陰部の閉じ状態と、分娩直前時での両外陰部の開き状態とを弁別し、該分
娩直前時での両外陰部の開き状態であれば、分娩開始を通知することを特徴とする胎子監
視方法。
【請求項９】
　請求項７に記載の各心拍を監視しつつ、該動物母体の体温を測定し、分娩以前の平時の
体温の変動域を超えた体温低下を検知したら分娩予兆を通知することを特徴とする胎子監
視方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、妊娠中の動物母体及びその胎子の健康状態や分娩開始を、母体から離れた場
所でモニタリングして、妊娠中や分娩時の胎子の安全を監視する装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
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　妊娠した家畜について飼育者や獣医師が健康状態をチェックしたり、妊婦について医師
が問診や超音波診断等により健康状態をチェックしたりして、母体と胎子とが安全かつ順
調に分娩を迎えられるよう万全の態勢がとられる。
【０００３】
　妊娠中や分娩の直前・直後は、母体も胎子も十分に監視しておく必要がある。とりわけ
家畜の場合、その生産性向上のために多数を飼育するようになってきたので、妊娠中や分
娩直前の状態を遠隔監視することが多い。
【０００４】
　遠隔監視のための装置として、例えば特許文献１に、ビデオカメラとモニターによる遠
隔監視の分娩兆候検出装置が開示されている。しかしこの装置では、分娩家畜が動いてビ
デオカメラの視界から外れたら監視不能となったり、多頭の分娩時期が重なった時に飼育
者が夫々の分娩兆候を十分に観察できなかったりする恐れがある。
【０００５】
　さらに特許文献２に、妊婦の心拍数等の身体状態を計測する手段と、その身体状態に応
じて妊婦をリラックスさせる照明を変えたり音楽を流したりする出力手段とを有する分娩
支援装置が開示されている。
【０００６】
　本発明者は、特許文献３のように、分娩開始直時にその外陰部が開くことを見出し、分
娩開始時に動物母体から胎子が娩出し始めると母体の外陰部が開くことを利用した分娩監
視装置について特許出願している。その装置は、向かい合う外陰部の一方に取り付けられ
る電磁誘導発振器と、もう一方に取り付けられる電磁誘導受信器との間隔距離が、平時の
両外陰部の状態で誘導起電の可能な距離、分娩予兆時の両外陰部の開き状態で誘導起電の
不能な距離に調整されているというものである。
【０００７】
　これらの装置では、分娩前の胎子の監視ができない。
【０００８】
【特許文献１】特開２００２－１５３１６２号公報
【特許文献２】特開２０００－９３４３３号公報
【特許文献３】特開２００６－２０４７５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は前記の課題を解決するためになされたもので、動物母体から離れた場所で、母
体とその胎子との健康状態をモニタリングして、胎子を簡便かつ的確に監視する簡易な装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記の目的を達成するためになされた特許請求の範囲の請求項１に記載の胎子監視装置
は、監視すべき動物母体の心拍を測定する母体側心拍計とそれの胎子の心拍を測定する胎
子側心拍計とを有し、それら心拍計が検知した各心拍を表示するディスプレイ、及び／又
は該各心拍を記録する記録機器を備えたことを特徴とする。
【００１１】
　請求項２に記載の胎子監視装置は、監視すべき動物母体の心拍を測定する母体側心拍計
及びそれの胎子の心拍を測定する胎子側心拍計と、それら心拍計が検知した各心拍から分
娩以前の平時の各心拍の変動域を超えた異変を弁別する回路とを有し、該弁別回路から出
される該異変による緊急信号を通知する通信装置及び／又は警報装置を備えたことを特徴
とする。
【００１２】
　請求項３に記載の胎子監視装置は、該動物母体の向かい合う外陰部の一方に取り付けら
れる電磁誘導発振器と、もう一方に取り付けられる電磁誘導受信器とを有し、該発振器と
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該受信器との間隔距離が、平時の両外陰部の状態で誘導起電の可能な距離、分娩直前時の
両外陰部の開き状態で誘導起電の不能な距離に調整されており、該誘導起電の不能を検知
する回路から出される分娩開始信号、及び請求項２に記載の緊急信号の両信号が該通信装
置及び／又は警報装置に繋がっていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項４に記載の胎子監視装置は、該動物母体の体温を測定する温度センサと、該温度
センサが検知した該体温から分娩以前の平時での体温の変動域を超えた体温の低下を弁別
する回路とを有し、該体温低下の弁別回路から出される該体温低下による分娩予兆信号、
及び請求項２に記載の緊急信号の両信号が該通信装置及び／又は警報装置に繋がっている
ことを特徴とする。
【００１４】
　請求項５に記載の胎子監視装置は、請求項１又は２に記載されたもので、該母体側心拍
計及び該胎子側心拍計が、心電の電圧計、又は脈波の感圧センサからなることを特徴とす
る。
【００１５】
　請求項６に記載の胎子監視装置は、請求項２に記載されたもので、該異変の弁別回路が
、該母体又は該胎子の分娩前の平時における、心拍数、心拍間隔又は心拍変動の変動域か
ら超えた増減量を検知することを特徴とする。
【００１６】
　請求項７に記載の胎子監視方法は、監視すべき動物母体と胎子との各心拍を測定した後
、該各心拍から分娩以前の平時での各心拍の変動域を超えた異変を検知したら緊急事態を
通知することにより監視し、又は該各心拍を表示あるいは記録して監視することを特徴と
する。
【００１７】
　請求項８に記載の胎子監視方法は、請求項７に記載の各心拍を監視しつつ、該動物母体
の向かい合う外陰部の間隔を検知し、平時での両外陰部の閉じ状態と、分娩直前時での両
外陰部の開き状態とを弁別し、該分娩直前時での両外陰部の開き状態であれば、分娩開始
を通知することを特徴とする。
【００１８】
　請求項９に記載の胎子監視方法は、請求項７に記載の各心拍を監視しつつ、該動物母体
の体温を測定し、分娩以前の平時の体温の変動域を超えた体温低下を検知したら分娩予兆
を通知することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の胎子監視装置は、妊娠中の動物母体と胎子との両方の心拍に基づく健康状態を
同時にモニタリングすることにより、胎子の発育、予期せぬ事故・疾病を監視することが
できるというものである。
【００２０】
　この装置は併せて分娩開始の監視にも用いることができる。また、母体中で心臓が動い
ていると確認されたが仮死状態で娩出された新生子を一刻でも早く手当てする必要がある
。このような場合に、この装置でモニタリングした胎子の心電図等のデータは、獣医師等
がその生命を救う最も適切な処置をするための情報として有用である。
【００２１】
　この胎子監視装置は、小型かつ簡易であるから、それを装着しても母体や胎子に負担が
かからない。
【００２２】
　この胎子監視装置を用いた胎子監視方法によれば、母体及び胎子の両心拍と、母体の外
陰部の開き及び体温とで、複合的に胎子や母体を監視することができる。
【００２３】
　しかもこの装置を用いれば、頻繁な巡回による母体の監視作業をすることなく、母体か
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ら離れた場所で、母体と胎子との両方の健康状態をモニタリングすることができる。その
ため、妊娠家畜の飼育者、妊婦の担当医師や看護師らの医療関係者の労働時間軽減を図る
ことができ、コスト削減に資することができる。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態を図面にしたがって詳細に説明するが、本発明の範囲はこれ
らの実施形態に限定されるものではない。
【００２５】
　図１に、本発明を適用する胎子監視装置１を用いた胎子監視方法の実施の一態様を示す
。この胎子監視装置１は、母体と胎子との両心拍を表示したり記録したりするものである
。
【００２６】
　胎子監視装置１は、畜舎中で健康状態を監視すべき妊娠した動物母体６、例えば雌馬と
その胎子（図５参照）のために用いられる。この装置１は、母体側心拍計２、胎子側心拍
計４、及びそれら心拍計２・４へ接続された心拍検知回路１２・１７を内蔵し、動物母体
６に取り付けられる回路ボックス１０と、それに無線で繋がり、動物母体６から離れた場
所、例えば畜舎に隣接する管理棟に設置される出力装置２０とを、有する。
【００２７】
　動物母体６側の回路ボックス１０内で、母体側心拍計２へ繋がる母体心拍検知回路１２
、変調回路１４、送信回路１５が、その順で接続されて内蔵されている。母体心拍検知回
路１２は、電源１３とタイマー１１とにも繋がっている。送信回路１５は、回路ボックス
１０の外面に印刷された送信アンテナ１６に接続されている。
【００２８】
　母体側心拍計２は、母体の心臓の鼓動に伴って発生する電気活動による電位差を検知す
るもので、心電図作成のための心電測定に用いられる陽極２ａ及び陰極２ｂ（図５参照）
からなる電極である。この電極は、例えば動物母体６の皮膚に刺して固定される釣り針型
の針電極や、皮膚に貼付けられる金属円板である。電極は、必要に応じ多数取り付けられ
るものである。タイマー１１は、所定の時間毎に母体心拍検知回路１２を動作させるタイ
ムスイッチである。母体心拍検知回路１２は、心拍計２の電極からの信号を増幅して入力
し、経時的に変化している電位差を検知する電圧計である。変調回路１４は、電位差を送
信信号に変えるデータ伝送用変調器である。
【００２９】
　なお、母体心拍検知回路１２は、電位差の極大振幅であるＲ波（あるいはＳ波）と次に
出現するＲ波（あるいはＳ波）との間隔時間すなわち一拍当たりの時間を計測する時計で
あってもよく、単位時間、例えば１分間で出現するＲ波（あるいはＳ波）の回数をカウン
トする心拍数カウンタであってもよい。
【００３０】
　一方、胎子側心拍計４は、胎子の心臓の鼓動に伴って発生する電気活動による電位差を
検知する心電測定用の陽極４ａ及び陰極４ｂ（図５参照）からなる電極、例えば動物母体
６の膣に挿入する金属棒、母体の腹の皮膚に刺して固定される釣り針型の針電極、母体の
腹の皮膚に貼付けられる金属円板からなる電圧計であり、必要に応じ多数取り付けられる
ものである。胎子心拍検知回路１７も、母体心拍検知回路１２と同様な構成である。
【００３１】
　出力装置２０側の回路ボックスは、受信アンテナ２１に接続された受信回路２２、受信
された信号を復調し出力機器への実行命令に変換する復調回路２４、ディスプレイ２５又
はプリンタやＸ－Ｙプロッタやハードディスク等の記録機器２６のような出力機器の順で
繋がっている。
【００３２】
　この胎子監視装置１は、動物母体６の種付け日から分娩予測日の数日前までの間に、図
５に示すように動物母体６に取り付けられて使用される。動物母体６の胴体の右側面に陰
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極２ｂを、その腹部の左側面に陽極２ａを、夫々付して固定し、母体側心拍計２とする。
一方、その胎子７がいる子宮近傍の左右腹壁に、陽極４ａ及び陰極４ｂを、夫々付して固
定し、胎子側心拍計４とする。心拍計２・４が繋がる回路ボックス１０ごと収められたバ
ック２を、動物母体６の背にベルトで固定する。
【００３３】
　動物母体６側でタイマー１１からの測定指示に応じ、母体側心拍計２により、所定時間
、例えば１分毎に、母体の心臓の鼓動に伴う電位差の経時的変化を測定し、それの出力に
つき母体心拍検知回路１２で単位時間内に所定電位差以上、上昇した回数すなわち心拍数
をカウントする。同様に、胎子側心拍計４により胎子７の心臓の心拍数をカウントする。
それらのデータは複合されて変調回路１４により電波信号へ変調され、送信回路１５によ
り送信アンテナ１６を経て、発信される。
【００３４】
　送信アンテナ１６から発信された電波信号は、出力装置２０側の受信アンテナ２１を経
て受信回路２２で受信され、復調回路２４で復調され、母体と胎子との心拍データ、例え
ば心拍数に変換され、それらを対比するグラフとして、復調回路２４に接続されたディス
プレイ２５へ、出力される。この心拍データは、必要に応じ復調回路２４に接続された記
録機器２６のプリンタやＸ－Ｙプロッタで印刷されたり、復調回路２４に接続された記録
機器２６のハードディスクへ格納されたりする。
【００３５】
　飼育者や獣医師は、その心拍データをモニタリングしながら、母体と胎子との健康状態
をチェックして、もし治療や手当てが必要なら動物母体６へ駆け付けて適当な処置をする
。
【００３６】
　なお、母体側心拍計２と胎子側心拍計４とで、１分当たりの心拍数を、所定時間中の拍
数から算出したり、１拍の所要時間から算出したりしてもよい。胎子側心拍計４は、動物
母体の左右ひばら部、左右腹壁下縁に沿う複数箇所、腹壁正中線上に沿う複数箇所、直腸
内、膣内に取り付けられてもよい。母体側心拍計２と胎子側心拍計４とが一体化され、母
体と胎子との両心臓の鼓動に伴う電気活動による複合的な電位差の経時変化を測定するも
のであってもよい。心拍数を定時に、定時間間隔毎に、又はリアルタイムに測定してもよ
い。心電図を測定するものであってもよい。
【００３７】
　なお心拍計２・４が、心拍検知回路１２・１７に有線で繋がった例を示したが、心拍計
２・４と通信機とが一体化し、心拍計２・４が心拍検知回路１２・１７に無線で繋がって
いてもよい。
【００３８】
　また、心拍計は、体表に付されたり皮膚や血管に挿入されたりする脈波の感圧センサで
あってもよく、耳孔に挿入される脈波の感圧センサであってもよい。回路ボックス１０を
収めたバッグ３は首輪に取り付けられていてもよい。
【００３９】
　図２に、本発明を適用する胎子監視装置１を用いた胎子監視方法の実施の別な態様を示
す。この胎子監視装置１は、母体と胎子との各心拍の異変を通知するというものである。
【００４０】
　胎子監視装置１は、前記と同様な母体側心拍計２及び胎子側心拍計４と、それら心拍計
２・４へ接続された心拍検知回路３２・３９を有する動物母体６側の回路ボックス３０と
、それに無線で繋がり、動物母体６から離れた管理棟に設置される通信装置及び／又は警
報装置５０とからなる。
【００４１】
　動物母体６側の回路ボックス３０内で、母体側心拍計２と電源３７とタイマー３１とへ
繋がる母体心拍検知回路３２、心拍弁別回路３３、フィルタ３４、送信回路３５が、その
順で接続されて内蔵されている。送信回路３５は、回路ボックス３０の外面に印刷された
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送信アンテナ３６に接続されている。
【００４２】
　心拍計２、タイマー３１は、前記と同様な構成である。母体心拍検知回路３２は、心拍
計２の電極からのアナログ信号を入力し、電位差の極大振幅であるＲ波（あるいはＳ波）
と次に出現するＲ波（あるいはＳ波）との間隔時間すなわち一拍当たりの時間を計測する
時計である。
【００４３】
　心拍弁別回路３３は、そのＲ波－Ｒ波（あるいはＳ波－Ｓ波）間隔時間を順次記憶する
メモリと、そこに記憶された今回と前回とのＲ波－Ｒ波（あるいはＳ波－Ｓ波）間隔時間
に比例した電圧信号を差動入力するオペアンプとからなる。フィルタ３４は、急激な運動
や給餌による心拍数増加の後に平時の心拍数へ戻る場合のように平時の活動の許容範囲の
心拍数減少であって母体や胎子の危機に無関係な誤検知を除去するフィルタ回路である。
【００４４】
　心拍弁別回路３３は、今回検知した母体の心拍数と、母体の分娩以前の平時、例えば前
日同刻での心拍数との大小を比較する比較器と、その比較によりその差が閾値を超えたと
きに信号電流を流すスイッチング素子とからなっていてもよい。
【００４５】
　一方、胎子側心拍計４、胎子心拍検知回路３９、心拍弁別回路４０、フィルタ４１、送
信回路４２も同様な構成で接続されている。
【００４６】
　図２には、送信アンテナ３６からの信号を受信し、母体や胎子の心拍異変を音声で流し
又は画像で表示して警告したり、ネットワークに乗せたりするための通信装置５０のブロ
ック図も示されている。
【００４７】
　この通信装置５０は、受信アンテナ５１へ繋がる受信回路５２、それに繋がるネットワ
ーク接続回路５３と警報音回路５４及びスピーカー５５とを内蔵している。ネットワーク
接続回路５３は受信信号に応じインターネットや携帯電話に接続するための信号制御回路
である。
【００４８】
　この胎子監視装置１は、以下のようにして使用される。
【００４９】
　先ず、図５に示すように前記と同様にして母体側心拍計２及び胎子側心拍計４と、心拍
計２・４から心拍検知回路３２・３９へ繋がった回路ボックス３０ごと収められたバック
３を、動物母体６の背に取り付ける。タイマー３１の指示に応じ所定の時間毎、例えば１
分毎に、母体用心拍計２により心臓の鼓動に伴う電位差を測定し、そのアナログ信号を心
拍検知回路３２へ出力する。そのアナログ信号に基づき、心拍検知回路３２で、Ｒ波－Ｒ
波（あるいはＳ波－Ｓ波）間隔時間を計測する。その時間に基づき、１分間当たりの拍数
が算出される。
【００５０】
　心拍弁別回路３３が、異変を判断する閾値は、例えば以下のようにして設定されている
。心拍数は一般に、妊娠前よりも陣痛開始前後の方が高い。陣痛が継続し、胎子が産道に
入ると、神経性脳下垂体ホルモンであるオキシトシンの作用により、子宮が収縮する。胎
子が産道に深く進入すると、反射的に母体へ腹圧が加わる結果、大動脈が圧迫され、血圧
が上昇し、心臓機能抑制と、分娩時のみに特有な一過性の心拍数減少とを引き起す。胎子
が多産の場合、第１新生子の娩出時は、第２新生子以降の娩出時よりも、心拍数が高く、
心拍数減少量が大きく、心拍数減少持続時間が長く、また心拍数減少開始から娩出開始ま
での時間が長いことが多い。この心拍数減少は、分娩の数１０秒～数１０分前に数１０秒
～数１０分間、例えば緬羊で２～１０分前に２～１０分持続して、認められる。緬羊の場
合、この心拍数減少が認められる前であれば、所定時間、例えば１～１０分間の心拍数の
変動域は、摂食や気温に応じて多少の幅を有するが、約２０拍／分程度である。この変動
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域を超える分娩予兆の有意な心拍数減少は、少なくとも３０拍／分程度である。したがっ
てこれに合せて閾値を、例えば３０拍／分に相当する値に設定しておく。
【００５１】
　母体心拍検知回路３２で心拍数が検知されると、心拍弁別回路３３が次のように動作す
る。先ず、この１分間毎の心拍数が、メモリに順次記憶される。そこに記憶されている前
回及び今回の心拍数に比例する電圧がオペアンプに差動入力される。オペアンプでその差
が閾値を超えていなければ、信号電流を流さない。所定の時間経過すると、タイマー３１
から次の指示が出て、同様に心拍数が検知され、この一連の動作が繰返される。一方、心
拍数が閾値を超えて減少しているときに、オペアンプから信号電流が流れる。このように
して心拍弁別回路３３が、心拍数減少を弁別する。急激な運動や給餌による心拍数増加の
後に平時の心拍数へ戻る場合のように日常活動の許容範囲の心拍数減少であって急激な心
拍数増加と心拍数減少とを伴うときには、フィルタ３４が、そのような母体や胎子の危機
に無関係な異常動作信号を除去する。
【００５２】
　正常な信号電流を受けた送信回路３５が、その信号電流を変調して送信アンテナ３６か
ら、分娩直前の緊急事態であるという電波信号を発信する。
【００５３】
　送信アンテナ３６から発信された電波信号は、通信装置５０側の受信アンテナ５１を経
て受信回路５２で受信され、警報音回路５４によりスピーカー５５から、分娩が切迫して
おり緊急事態であることを警告する音声、例えば１秒間隔のチャイム音が流される。又は
そのことを、ネットワーク接続回路５３を通じてインターネットや携帯電話で、飼育者等
に通信される。このような警告により、飼育者等は、動物母体６の心拍数が減少したから
数１０秒～数１０分以内に分娩が開始するはずであることを知ることができる。
【００５４】
　一方、胎子側心拍計４から接続されている心拍弁別回路４０が、異変を判断する閾値は
、例えば以下のようにして設定されている。例えば、出産間近な馬の胎子の通常の心拍数
は５０拍／分以上であるので、それを閾値として設定しておく。
【００５５】
　胎子７の心拍数が閾値よりも減少したことを、心拍弁別回路４０が検知すると、フィル
タ４１により、この心拍数減少が分娩開始以前の変動域の許容範囲内であるかについて判
断される。心拍停止のように心拍数が異常に減少していると判断されたら、送信回路４２
から、送信アンテナ３６を経て、緊急事態であるという電波信号を発信する。
【００５６】
　管理棟の通信装置５０の警報音回路５４によりスピーカー５５から胎子に異変が起き緊
急事態であることを警告する音声、例えばブザー音が流される。又はそのことを、ネット
ワーク接続回路５３を通じてインターネットや携帯電話で、飼育者や獣医師に通信される
。このような警告により、飼育者等が、直ちに動物母体６へ駆け付けて、適切な処置をす
ることができる。
【００５７】
　本発明を適用する胎子監視装置１を用いた胎子監視方法の実施の別な態様を、図３に示
す。この装置１は、母体と胎子との両心拍を監視しつつ、その母体から胎子が娩出し始め
て母体の外陰部が開き始めたときに分娩開始を通知するというものである。
【００５８】
　胎子監視装置１は、図２に示す心拍計２・４に繋がる回路ボックス３０と、さらに図３
で示された発振器６７、受信器６８に繋がる別な回路ボックス６０と、それらに無線で繋
がり、図２に示す管理棟に設置される通信装置及び／又は警報装置５０とからなる。
【００５９】
　発振器６７は電磁誘導のための発振コイルであり、鎖線の６７ａが電磁波の発振域であ
る。受信器６８は発振器６７から発振された発振電磁波を検知して交流を生ずる受信コイ
ルであり、鎖線の６８ａが電磁波の受信域である。発振コイル６７には、電源６５に繋が
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るローカル発振回路６１、クロックパルス発生器６３に繋がる変調回路６２、及び増幅回
路６４が接続されている。受信器６８には、電源６５に繋がる増幅回路７０、設定回路７
１、フィルタ７２、及び送信回路７３を経て送信アンテナ７４が接続されている。送信ア
ンテナ７４は回路ボックス６０の外面に印刷されている。フィルタ７２は、排尿などによ
る一時的な信号電流を除去するフィルタ回路である。送信回路７３は、送信アンテナ７４
に接続され、図２と同様な通信装置５０に、無線で繋がっている。
【００６０】
　発振器６７と受信器６８とは、前記の心拍計３と共に動物母体６に取り付けられて使用
される。動物母体６の腰背部へ、図６に示すように、回路ボックス６０を接着剤で貼り付
ける。回路ボックス６０に伸縮コード６６で繋がる発振器６７は一方の外陰部７７に接着
され、伸縮コード６９で繋がる受信器６８はもう一方の外陰部７８に発振器６７と対向す
るように接着される。
【００６１】
　このとき発振器６７と受信器６８とは、その間隔距離が各出力電力及び受信感度との関
連で以下のように調整されて、距離センサとして機能する。図６のように分娩開始前の平
時における両外陰部７７と７８とが閉じた状態で、電磁波の発振域６７ａと電磁波の受信
域６８ａ（図３参照）とが重なり合うように発振器６７と受信器６８との距離を調整する
。このとき発振器６７から発振された発振電磁波を受信器６８が検知できる。また、分娩
直前時の両外陰部７７と７８の開いた状態（不図示）で、発振電磁波を受信器６８が検知
する感度が明瞭に落ちて、電磁波の発振域６７ａと電磁波の受信域６８ａとが離れるよう
に発振器６７と受信器６８との距離を調整する。このとき、発振器６７からの発振電磁波
を受信器６８が検知できなくなる。
【００６２】
　その距離は動物によって異なる。多くの動物の胎子は、分娩時、前肢、頭部、胴体部、
後肢の順で母体から出る。頭部は、その中でも最も径が大きく、産道を通るのに時間がか
かる。そこで分娩直前時の両外陰部の開き状態を、胎子の頭部の径よりも小さい数値、す
なわち前肢が出始めるタイミングの両外陰部の距離を、発振器６７と受信器６８との間の
距離に設定する。動物ごとに多数の新生子の頭部の大きさを測定した平均的測定値から、
その距離は、牛や馬のような大動物で１２ｃｍ前後、豚や緬羊や山羊のような中動物で５
～７ｃｍ前後、兎やラットやミンクのような小動物で１～２ｃｍ、また犬や猫のようなペ
ットは大小様々であるが概ね３～５ｃｍ程度が適当である。
【００６３】
　電源６５から電力供給を受けてローカル発振回路６１が発振し、クロックパルス発生器
６３から定時間おきに発生する信号にしたがって変調回路６２から交流変調信号が出され
増幅回路６４にて増幅され、発振コイル６７から電磁波を発振する。
【００６４】
　分娩開始前の平時においては、両外陰部７７と７８とが閉じて発振器６７と受信器６８
との間隔距離が近くなっているので、受信器６８で電磁波を受け起電流が流れ、増幅回路
７０にて増幅される。設定回路７１にて閾値以上であると判別されると、分娩が開始して
いないという信号が送信回路７３を経て送信アンテナ７４から発信される。排尿や虫の飛
来等で一時的に受信器６８の起電流が弱まり、あるいは停止するときには、フィルタ７２
にてそのような異常動作信号を除去する。
【００６５】
　分娩直前には、両外陰部７７と７８とが開いて発振器６７と受信器６８との間隔距離が
離れ、電磁波の受信域６８ａが電磁波の発振域６７ａから離れるので受信器６８の起電流
が停止する。設定回路７１にて閾値以下であると判別されると、分娩直前であるという電
波信号が送信回路７３を経て送信アンテナ７４から発信される。
【００６６】
　電波信号は、前記と同様に図２に示す通信装置５０により受信される。電波信号が受信
回路５２で受信されると、スピーカー５５から分娩開始を警告する音声、例えばブザー音
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で通知される。又はそのことを、ネットワーク接続回路５３を通じてインターネットや携
帯電話で、飼育者等に通信されて通知される。このような通知により、飼育者等は、分娩
が開始した動物母体６のところへ駆け付けることができる。
【００６７】
　本発明を適用する胎子監視装置１を用いた胎子監視方法の実施の別な態様を、図４に示
す。この装置１は、母体と胎子との両心拍を監視しつつ、分娩以前の平時の体温の変動域
を超えた体温低下を検知したら分娩予兆を通知するというものである。
【００６８】
　胎子監視装置１は、動物母体６側に、前記の母体側心拍計２と胎子側心拍計４とに繋が
る回路ボックス１０と、さらに図４で示された温度センサ５へ接続された別な回路ボック
ス８０とを有している。
【００６９】
　回路ボックス８０は、図４のブロック回路図のとおり、電源８７とタイマー８１と伸縮
可能なリード線を介して温度センサ５とへ繋がる検温回路８２、温度弁別回路８３、フィ
ルタ８４、送信回路８５が、その順で接続されて内蔵されたものである。送信回路８５は
、回路ボックス８０の外面に印刷された送信アンテナ８６に接続されている。
【００７０】
　温度センサ５は、金属酸化物や半導体であるサーミスタからなる熱型赤外線センサであ
り、温度に応じてそれの電気抵抗が変化することを利用して耳温を測定するというもので
ある。タイマー８１は、所定の時間毎に検温回路８２を動作させるタイムスイッチである
。検温回路８２は、温度センサ５のサーミスタ電気抵抗値に応じた電流を検知する回路で
ある。温度弁別回路８３は、そのデータを順次記憶するメモリと、記憶されている今回と
前回とのデータに比例した電流信号を差動入力するオペアンプとからなる。フィルタ８４
は、温度低下が１日の変動域の範囲内であって一時的な場合に、その信号電流を除去する
フィルタ回路である。
【００７１】
　この温度センサ５は、図５に示すように、例えば母体側心拍計２と胎子側心拍計４と共
に雌馬６に取り付けられる。リード線の先端の温度センサ５を、雌馬６の外耳に挿入し、
鼓膜近傍に設置する。温度センサ５が動いたり抜け落ちたりしないように、スポンジ製耳
栓で温度センサ５を留める。耳から導出し途中がカールコードのように伸縮可能なリード
線は、余裕を持たせつつ、回路ボックス８０内の検温回路８２に接続される。回路ボック
ス１０及び８０を収めたバッグ３を、雌馬６の背にベルトで固定して取り付ける。
【００７２】
　タイマー８１の指示に応じ所定の時間毎に、温度センサ５のサーミスタ電気抵抗値に応
じた電流を測定し、そのアナログ信号を検温回路８２へ出力し、耳温である鼓膜温を検知
する。
【００７３】
　鼓膜温は、一般に妊娠前よりも分娩の数日前の方が高く、また朝方よりも夕方の方が若
干高く、摂食や気温等に応じ多少の変動域を有するが、分娩の数～２日前の平時での鼓膜
温の１日毎の変動パターンは、略同じである。鼓膜温は、動物種や個体によって多少異な
るが、分娩の１２～３６時間前、概ね２４時間前に、この平時の鼓膜温の変動域よりも、
０．３～１℃程度、平均０．５～１℃程度低下する。雌馬の場合は約１℃である。
【００７４】
　これに合せて温度弁別回路８３の閾値を例えば１℃に設定しておく。検温回路８２で鼓
膜温が検知されると、温度弁別回路８３が次のように動作する。先ず、この鼓膜温が、メ
モリに順次記憶される。そこに記憶されている先程検知した当日の最新の耳温と分娩以前
の平時、例えば前日同時刻での耳温の両値に比例する電流が、オペアンプに差動入力され
る。オペアンプでその差が閾値を超えていれば、信号電流を流す。このようにして温度弁
別回路８３が、温度低下を弁別する。所定の時間経過すると、タイマー８１から次の指示
が出て、同様に鼓膜温が検知される。
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【００７５】
　鼓膜温の１日の変動パターンの変動域の範囲幅内である場合、フィルタ８４が、この信
号電流の通過を阻止する。一方、この信号電流が通過したら、それを受けた送信回路８５
が、信号電流を変調して送信アンテナ８６から電波信号を発信する。
【００７６】
　送信アンテナ８６から発信された電波信号は、管理棟に設置され図２と同様な通信装置
５０の受信アンテナ５１を経て受信回路５２で受信され、警報音回路５４によりスピーカ
ー５５から、分娩開始が数時間～数１０時間後に迫っているという分娩予兆を予告する音
声、例えば５秒間隔のチャイム音で通知される。又はそのことを、ネットワーク接続回路
５３を通じてインターネットや携帯電話で、飼育者等に通信されて通知される。その後、
飼育者は、前記の態様のような母体用心拍計２による分娩直前の警告が発せられるまでの
間に、分娩の態勢を整えることができる。
【００７７】
　なお、温度センサで鼓膜温を測定して分娩予兆を通知する代わりに、サーミスタ、赤外
線検知センサ、熱電対又は測温抵抗体のような温度センサで、膣温等の体温を測定してそ
の低下を検知して分娩予兆を通知してもよい。
【実施例】
【００７８】
　図１、図２、図３、及び図４の回路構成からなる胎子監視装置１を用いて、図５及び図
６に示すように飼育している妊娠中の雌馬の母体とその胎子とを監視する。
【００７９】
　なお、図１及び図２の母体側心拍計２の電極２ａ・２ｂを、Ａ－Ｂ誘導法に従って母体
胸部の皮膚に釣り針型の針電極あるいは貼り付け電極を用いて装着する。一方、胎子側心
拍計４の電極４ａ・４ｂを、母体腹部の背側と腹側に母体側心拍計と同様の電極を装着す
る。母体および胎子心電用の電極の種類および電極装着部位はこれらの方法に限らず、安
定して心拍が測定できることを確認して決められる。図３の発振器６７及び受信器６８は
、磁性コア（２ｍｍ×１０ｍｍ、厚さ２ｍｍ）に巻いたコイルとし、発振器コイル６７と
受信器コイル６８との距離を、雌馬の場合に最も適切であると想定された１２ｃｍに調整
したものである。図４の温度センサは鼓膜温を測定するサーミスタである。
【００８０】
　両心拍計２・４で測定した心拍データを変調回路１４から発信し、これを受信して出力
装置２０の記録機器であるハードディスク２６に記録し、またディスプレイ２５に表示し
た。分娩までの約１５０日間の両心拍数の経時変化についての概要図を図７に示す。その
間、母体と胎子との健康状態は良好であった。
【００８１】
　鼓膜温は分娩の１日前まで一定の変動パターンで推移していたが、分娩の1日前にその
鼓膜温の変動域から０．５℃以上低下した。その鼓膜温低下が、１日の温度変動パターン
の変動域を有意に超えていたと温度弁別回路８３が検知し、送信回路８５により電波信号
を発信し、それを通信装置５０で受信したとき、スピーカー５５から分娩の３６～１２時
間前であるという予告音声が牧場管理棟で流れる。それを聞いた飼育者は、分娩に備え、
管理棟で待機しておく。
【００８２】
　分娩の約１０分前に、動物母体６の心拍数が一過的に急激な減少を示す（図７中、不図
示。一過性の急激な減少は緬羊のデータからの推測）。この減少を心拍弁別回路３３が検
知し、送信回路３５により電波信号を発信し、それを通信装置５０で受信したとき、飼育
者が待機している管理棟のスピーカー５５から分娩開始直前であるという警告音声が流れ
る。
【００８３】
　しばらくすると、その外陰部が開き始め、発振器６７と受信器６８との間隔距離が離れ
たため、送信回路７３により分娩直前であるという電波信号を発信し、それを通信装置５
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【００８４】
　直ちに、飼育者が母体に駆けつけると、丁度、新生子の前肢が母体から出始めている。
【００８５】
　このように飼育者は、分娩までの健康状態のチェックを畜舎から離れた管理棟で行なう
ことができ、しかも丁度良いタイミングで分娩に立ち会うことができる。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明の胎子監視装置は、大動物（牛、馬等）や中動物（豚、緬羊、山羊等）や小動物
（兎、ラット、ミンク等）のような家畜、動物園等で飼育される展示動物、及びペットの
ような各種動物の胎子監視、人間の胎子監視に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】本発明を適用する胎子監視装置であって出力装置を用いた一実施態様を示すブロ
ック回路図である。
【００８８】
【図２】本発明を適用する胎子監視装置であって通信装置を用いた別な実施態様のブロッ
ク回路図である。
【００８９】
【図３】本発明を適用する胎子監視装置であって発振器・受信器を用いた別な実施態様の
ブロック回路図である。
【００９０】
【図４】本発明を適用する胎子監視装置であって温度センサを用いた別な実施態様のブロ
ック回路図である。
【００９１】
【図５】本発明を適用する胎子監視装置を用いた胎子監視方法の一態様を示す図である。
【００９２】
【図６】本発明を適用する胎子監視装置を用いた胎子監視方法の別な一態様を示す図であ
る。
【００９３】
【図７】本発明を適用する胎子監視装置が使用される動物母体と胎子との心拍数の経時変
化の概要を示すグラフである。
【符号の説明】
【００９４】
　１は胎子監視装置、２は母体側心拍計、２ａは陽極、２ｂは陰極、３はバッグ、４は胎
子側心拍計、４ａは陽極、４ｂは陰極、５は温度センサ、６は動物母体、７は胎子、１０
は回路ボックス、１１はタイマー、１２は母体心拍検知回路、１３は電源、１４は変調回
路、１５は送信回路、１６は送信アンテナ、１７は胎子心拍検知回路、２０は出力装置、
２１は受信アンテナ、２２は受信回路、２４は復調回路、２５はディスプレイ、２６は記
録機器、３０は回路ボックス、３１はタイマー、３２は母体心拍検知回路、３３は心拍弁
別回路、３４はフィルタ、３５は送信回路、３６は送信アンテナ、３７は電源、３９は胎
子心拍検知回路、４０は心拍弁別回路、４１はフィルタ、４２は送信回路、５０は通信装
置、５１は受信アンテナ、５２は受信回路、５３はネットワーク接続回路、５４は警報音
回路、５５はスピーカー、６０は回路ボックス、６１はローカル発振回路、６２は変調回
路、６３はクロックパルス発生器、６４は増幅回路、６５は電源回路、６６は伸縮コード
、６７は発振器、６７ａは電磁波の発振域、６８は受信器、６８ａは電磁波の受信域、６
９は伸縮コード、７０は増幅回路、７１は設定回路、７２はフィルタ、７３は送信回路、
７４は送信アンテナ、７７・７８は外陰部、８１はタイマー、８２は検温回路、８３は温
度弁別回路、８４はフィルタ、８５は送信回路、８６は送信アンテナである。
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